
１９．地域連携：K-CHOPS、副作用診断教育プログラムの充実と普及
徳島文理大学香川薬学部・飯原なおみ
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
要約
１．目的
  地域における医療連携を促進するために、香川県地域で開発した、K-CHOPS（Kagawa Clinic･Hospital-Pharmacy Information Sharing System）の思想（「医・薬・患」の情報連携）の普及及び「副作用診断教育プログラム」の普及を目指す。
２．活動内容
K-CHOPSでは、医薬患連携情報共有研究会を設立し、ICTを活用した情報連携の先進的事例を、研究会やシンポジウムの開催によって、また、ホームページ（http://www.bunri-u.ac.jp/iyakukan/）への掲載を通して紹介し、情報発信に取り組んだ。
「副作用診断教育プログラム」ではコンテンツを充実させ、四国4県の薬剤師のみならず全国の薬剤師に広報し、幅広く活用してもらえるように取り組んだ。
３．成果
  K-CHOPSでは、平成25年10月の高知県のお薬手帳電子化事業を皮切りに、四国全県において薬剤師会を中心とした電子お薬手帳の取り組みが開始された。また、政府は、平成27年10月に「ICTを活用した薬歴の一元化や医療情報連携ネットワークの推進」を、平成28年2月には「電子処方せん解禁」を発表し、ICTを活用した情報連携は全国的に展開されることになった。K-CHOPSの啓発活動は四国のみならず日本全土の社会基盤構築に貢献した。
  「副作用診断教育プログラム」においても、四国にとどまらず全国各地の薬剤師が受講した。本事業によるコンテンツの充実に伴って受講者数は増加し、平成28年度は12月末日時点で、のべ1,113人の薬剤師が活用した。
４．今後の予定
K-CHOPSの啓発、「副作用診断教育プログラム」の普及に継続して取り組む。
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１．目的
地域における医療連携を促進するために、香川県地域で開発した、K-CHOPS（Kagawa Clinic･Hospital-Pharmacy Information Sharing System）の思想（「医・薬・患」の情報連携）の普及及び「副作用診断教育プログラム」の普及を目指す。

２．活動内容
 ① K-CHOPS啓発の取り組み
平成25年2月16日
	医薬患連携情報共有研究会設立
医薬患連携情報共有研究会ホームページ立ち上げ
http://www.bunri-u.ac.jp/iyakukan/
平成25年2月16日
「かがわ医薬連携フォーラム」企画（香川県薬剤師会館、高松市）
「総務省・健康情報活用基盤構築事業に取り組んで」
中山スズラン堂薬局 中山幸子先生
シマヤ真鍋漢方薬局 真鍋励次郎先生、
西日本ファーマシー 二村豊先生
「かがわ医療福祉総合特区について」
香川県薬務感染症対策課 松本由美子先生
「かがわ医療福祉総合特区に取り組んで」
NPO法人 へき地とあゆむ薬剤師 安西英明先生
「電子版お薬手帳の実現に向けた大阪での取り組みについて」
大阪府薬剤師会 菅濱淳仁先生
「在宅医療における医薬連携の現状と課題」
三豊総合病院 中津守人先生
「病病診連携の現状と医薬連携への期待」
キナシ大林病院 石田俊彦先生
平成25年3月6日
医薬患連携情報共有研究会の開催（徳島文理大学、徳島市）
「フィンランドにおける電子処方とEHR・PHR」
富士通（株）・（株）富士通総研 中野直樹先生
「医療分野における国民的IDとプライヴァシー」
北海道大学大学院・厚生労働省政策統括官付情報政策担
当参事官室 中安一幸先生
平成25年3月29日
日本薬学会第133年会シンポジウム
「医療ITと医薬品－医療のIT化は医薬品の開発・安全性確保にどう影
響するか」企画（横浜市）
「医療ＩＴ化と薬剤師業務の展開」
三輪亮寿法律事務所 三輪亮寿先生
「医・薬・患をつなぐ医療と、連携情報二次活用への期待」
徳島文理大学香川薬学部 飯原なおみ
「医薬品安全性確保のための医療ＩＴ化」
日本病院薬剤師会 土屋文人先生
「医療情報データベースと希少疾患治療薬の開発」
国立保健医療科学院 水島洋先生
「医療情報データベースの利用と個人情報保護」
東京大学大学院情報学環 山本隆一先生
平成25年10月26日
第52回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会・中国四国支部
学術大会
シンポジウム「医薬患の情報連携－秘めた力とその課題」企画（松山市）
「お薬手帳電子化とＩＴ活用による医療情報連携」
日本薬剤師会 小田利郎先生
「災害時における電子お薬手帳活用への期待」
松山大学薬学部 難波弘行先生
「福岡における医療・健康情報に係る社会システム基盤構築の
取り組み」
（財）福岡県産業・科学技術振興財団 金川誠先生
「情報活用と薬剤師の役割」
厚生労働省医薬食品局総務課 鈴木孝典先生
平成26年7月13日
医薬患連携情報共有研究会の開催（香川県薬剤師会館、高松市）
「高知県お薬手帳電子化事業－事業概要と普及促進活動につい
て－」
高知県薬剤師会 山下紘一先生
「医療IT政策の方向性－共通番号制などの課題解決に向けて」
自民党IT戦略特命委員長 平井たくや
「個人情報を持たないクラウドシステムによる電子おくすり手
帳～川崎市薬剤師会～」川崎市薬剤師会 伊藤啓
平成27年
インタビュー
「薬－薬連携の充実にむけて」
愛媛大学医学部附属病院薬剤部　田中守先生
「大阪府八尾地区で取り組む、薬・薬連携について」
八尾市立病院 小枝伸行先生
② 「副作用診断教育プログラム」普及の取り組み
	リーフレット（下図）の四国4県薬剤師への配布、ホームページ（http://kp.manabinaoshi.jp/）、日本薬剤師研修センターを通した広報

３．成果
① K-CHOPS
K-CHOPSの啓発活動は、以下に示すように、四国のみならず日本全土の社会基盤構築に貢献した。
・平成25年5月
	高知県お薬手帳電子化事業開始（高知県薬剤師会）
・平成27年10月
厚生労働省発表の「患者のための薬局ビジョン～「門前」から「かかり
つけ」、そして「地域」へ～」において、「ICTを活用した薬歴の一元
化や医療情報連携ネットワークの推進」が明記
・平成27年12月
	日薬eお薬手帳の推奨（徳島県薬剤師会、愛媛県薬剤師会、香川県薬剤
師会）
・平成28年2月
政府は「電子処方せんの解禁」を発表
・平成28年3月
	かが薬ネット開始（香川県薬剤師会）
  ②「副作用診断教育プログラム」
「副作用診断教育プログラム」では、四国のみならず全国各地の薬剤師が「副作用診断教育プログラム」を受講した。受講者数は本事業によるコンテンツの充実に伴って増加し、平成25年度 411人（G講座 286人、H講座125人）、平成26年度 585人（G講座 165人、H講座190人、I講座 230人）、平成27年度 1,067人（G講座 259人、H講座 267人、I講座 273人、J講座 268人）、平成28年度 は12月末日時点で、1,113人（G講座 280人、H講座 287人、I講座 284人、J講座 262人）であった（下図）。
[bookmark: _GoBack][image: ]

４．今後の予定
K-CHOPSの啓発、「副作用診断教育プログラム」の普及に、本事業終了後も継続して取り組む。
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